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平 成 29 年 第 ４ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 29 年 11 月 30 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 29 年 第 ４ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 84 号  小 城 市 長 の 給 料 の 減 額 に 関 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 職 員 の 不 適 正 な 事 務 執 行 に 関 す

る 監 督 責 任 を 明 ら か に す る た め 、 小 城 市 長 の 給 料 の 減

額 に 関 す る 条 例 を 制 定 す る も の で ご ざ い ま す 。  

制 定 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 私 の 給 料 を 平 成 ３ ０ 年

１ 月 か ら ３ 月 ま で 、 100 分 の 10 減 額 い た す も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 85 号  小 城 市 個 人 情 報 保 護 条 例 等 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 個 人 情 報 の 保 護 に

関 す る 法 律 等 の 改 正 に 伴 い 、 小 城 市 個 人 情 報 保 護 条 例

等 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 個 人 情 報 の 定 義 の 明 確

化 、 要 配 慮 個 人 情 報 の 定 義 の 追 加 等 で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、議 案 第 86 号  小 城 市 特 別 会 計 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 授 産 場 事 業 を 廃 止

す る こ と に 伴 い 、 小 城 市 特 別 会 計 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 授 産 場 特 別 会 計 を 廃 止

し 、 附 則 に お い て 小 城 市 授 産 場 設 置 条 例 を 廃 止 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 87 号  小 城 市 立 保 育 所 設 置 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 岩 松 保 育 園 を 民 営 化

す る た め 、 小 城 市 立 保 育 所 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 岩 松 保 育 園 の 民 営 化 に

伴 い 、 小 城 市 立 岩 松 保 育 園 の 名 称 及 び 位 置 を 削 除 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 88 号  小 城 市 特 定 教 育・保 育 施 設 及 び

特 定 地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 就 学 前 の 子 ど

も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す

る 法 律 の 改 正 に 伴 い 、 小 城 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び

特 定 地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 法 第 ３ 条 の 項 が 繰 り 下

が る の で 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 
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次 に 、議 案 第 89 号  小 城 市 野 外 研 修 セ ン タ ー 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 野 外 研 修

セ ン タ ー の う ち 、 川 内 野 外 研 修 セ ン タ ー に つ い て 、 施

設 の 状 況 及 び 活 用 状 況 等 を 勘 案 し 、 廃 止 す る た め 、 小

城 市 野 外 研 修 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 廃 止 に 伴 い 、 川 内 野 外

研 修 セ ン タ ー の 名 称 及 び 位 置 を 削 除 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 90 号  小 城 市 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 ま

ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ に お け る 市 民 の 利 便 性 の 向 上 を

図 る た め 、 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 こ れ ま で 学 校 法 人 永 原

学 園 に 貸 付 け し て お り ま す 西 九 州 大 学 サ テ ラ イ ト 教 室

に つ い て 、平 成 30 年 ４ 月 か ら 一 般 の 利 用 に 供 す る と と

も に 、 備 品 の 使 用 料 を 見 直 す も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 91 号  小 城 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 公 営 住 宅 法 の 改 正 に よ り 、

小 城 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。 

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 主 に 認 知 症 患 者 等 で あ

る 公 営 住 宅 入 居 者 の 収 入 申 告 義 務 の 緩 和 に 関 す る 改 正
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と 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 92 号  小 城 市 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ

の 指 定 管 理 者 の 指 定 で ご ざ い ま す が 、平 成 30 年 ４ 月 １

日 か ら の ５ 年 間 、 株 式 会 社 ま ち づ く り 小 城 に 指 定 管 理

者 の 指 定 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 93 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て で

ご ざ い ま す 。  

こ の 工 事 は 、平 成 29 年 度 三 日 月 特 定 環 境 保 全 公 共 下

水 道 事 業  三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 設 備 工 事 で ご ざ い ま す 。  

三 日 月 浄 化 セ ン タ ー に つ き ま し て は 、平 成 19 年 ３ 月

に 供 用 開 始 を 行 い 、 現 在 は ３ 池
い け

で 水 処 理 を 行 っ て い る

と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 回 提 案 し て お り ま す 工 事 は 、 小 城 処 理 区 及 び 三 日

月 処 理 区 か ら の 汚 水 流 入 量 の 増 加 に 対 応 す る た め 、 ４

池
い け

目 の 水 処 理 機 械 設 備 と そ れ を 制 御 す る 電 気 設 備 を 増

設 す る も の で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、条 件 付 き 一 般 競 争 入 札 に よ る 契 約 で 、

契 約 の 金 額 は ４ 億 4,82 0 万 円 、 契 約 の 相 手 方 は 鹿 島
か じ ま

建

設  株 式 会 社  九 州 支 店  常 務 執 行 役 員 支 店 長  河 野
こ う の

健
け ん

吾
ご

で ご ざ い ま す 。  

工 期 は 、契 約 締 結 の 日 か ら 平 成 30 年 11 月 30 日 ま で

を 予 定 し て お り ま す 。  
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次 に 、議 案 第 94 号  財 産 の 無 償 貸 付 に つ い て で ご ざ

い ま す 。  

こ れ に つ き ま し て は 、小 城 市 授 産 場 の 廃 止 に あ た り 、

箱 製 品 の 製 造 等 を 引 き 継 ぐ 事 業 者 に 、 土 地 、 建 物 、 物

品 を 無 償 で 貸 し 付 け る も の で ご ざ い ま す 。  

無 償 貸 付 け の 相 手 方 は 、 有 限 会 社 北 島 紙 器  代 表 取

締 役  北 島
き た じ ま

重 典
し げ の り

で ご ざ い ま す 。  

貸 付 の 期 間 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 33 年 ３

月 31 日 ま で を 予 定 し て お り ま す 。  

 

 続 き ま し て 、補 正 予 算 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

 

ま ず 、 議 案 第 95 号  平 成 29 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ４ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ れ ぞ れ

7,62 8 万 ９ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ 215 億 4,9 4 2 万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

第 ２ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 は 、「 ま ち な か 市 民 交 流 プ

ラ ザ 指 定 管 理 料 」 を 追 加 し 、 期 間 と 限 度 額 を 定 め る も

の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、「 道 路 橋 り ょ う 災 害 復 旧 事 業 」

を 追 加 し 、「 大 学 誘 致 促 進 事 業 」と「 農 地 及 び 農 業 用 施

設 災 害 復 旧 費 」 の ２ 事 業 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら
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御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 中 学 生 以 下 の 子 ど も の 医 療 費

を 助 成 す る 費 用 の 増 額 や 市 直 営 の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー を 設 置 す る 準 備 費 用 、 マ イ ナ ン バ ー 制 度 を 活 用 し た

子 育 て ワ ン ス ト ッ プ サ ー ビ ス 接 続 環 境 を 整 備 す る 費 用

な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 移 住 ・ 定 住 を 促 進 す る 奨 励 金

の 増 額 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 10 款  教 育 費 で は 、小 城 中 学 校 体 育 館 照 明 の 一 部

を LED 化 す る 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 11 款  災 害 復 旧 費 で は 、８ 月 に 被 災 し た 農 地 や 農

業 用 施 設 の 復 旧 費 用 、 ７ 月 に 被 災 し た 道 路 の 復 旧 費 用

な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 分 担 金 及 び 負 担

金 、 国 ・ 県 支 出 金 、 市 債 の ほ か 、 市 税 、 使 用 料 及 び 手

数 料 、 財 産 収 入 、 諸 収 入 を 計 上 し 、 財 源 調 整 と し て 基

金 繰 入 金 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 96 号  平 成 29 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 1,88 4 万 ８ 千 円 を 減 額 し 、 歳 入 歳 出

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 23 億 1,3 7 0 万 ９ 千 円 と

す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  地 方 債 補 正 は 、 農 業 集 落 排 水 事 業 及 び 公 共
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下 水 道 事 業 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。 

歳 入 の 主 な 内 容 は 、 農 業 集 落 排 水 事 業 の 織 島 処 理 区

及 び 砥 川 処 理 区 の 事 業 費 減 に 伴 う 県 支 出 金 及 び 市 債 の

減 額 で ご ざ い ま す 。  

歳 出 の 主 な 内 容 は 、 農 業 集 落 排 水 事 業 費 の 減 額 及 び

公 共 下 水 道 施 設 管 理 費 を 増 額 計 上 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、 議 案 第 97 号  平 成 29 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 既 定

予 算 の 総 額 に 変 更 は ご ざ い ま せ ん 。  

補 正 の 内 容 は 、 外 勤 医 師 の 増 に 伴 い 謝 金 な ど に 不 足

が 見 込 ま れ る た め 、 今 後 の 支 出 見 込 を 勘 案 し て 予 算 の

組 み 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 第 11 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て

で ご ざ い ま す 。  

 

内 容 と い た し ま し て は 、 平 成 29 年 ８ 月 ３ 日 、 小 城 市

嘱 託 職 員 が 運 転 す る 不 燃 物 収 集 車 が 、 収 集 作 業 中 に 相

手 方 の 車 両 に 衝 突 し 損 傷 さ せ 、 さ ら に 相 手 方 を 負 傷 さ

せ た 事 故 が 発 生 し て お り ま す 。 そ の 相 手 方 の 車 両 の 損

害 賠 償 に つ い て 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関

す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 平 成 29 年 10 月

10 日 付 で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 180
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条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、報 告 第 12 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す 。  

 

内 容 と い た し ま し て は 、 先 ほ ど 御 説 明 し ま し た 報 告

第 11 号 の 事 故 に よ り 、そ の 相 手 方 の 治 療 費 等 の 損 害 賠

償 に つ い て 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る

条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 平 成 29 年 11 月 ２ 日

付 で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 180 条 第

２ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 98 号  小 城 市 議 会 の 議 員 の 議 員 報 酬 及

び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で

ご ざ い ま す が 、 市 議 会 の 議 員 、 市 長 、 副 市 長 、 教 育 長

及 び 病 院 事 業 管 理 者 の 期 末 手 当 の 支 給 割 合 の 改 正 を 行

う た め 、 条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 期 末 手 当 の 支 給 割 合 を

100 分 の ５ 、 引 き 上 げ る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 99 号  小 城 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 一 般 職 の 職 員

の 給 与 に 関 す る 法 律 の 改 正 に 伴 い 、 職 員 の 勤 勉 手 当 の

支 給 割 合 の 改 正 を 行 う た め 、 条 例 を 改 正 す る も の で ご
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ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 職 員 の 勤 勉 手 当 の 支 給

割 合 を 100 分 の 10、 再 任 用 職 員 の 勤 勉 手 当 の 支 給 割 合

を 100 分 の ５ 、 引 き 上 げ る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 100 号  平 成 29 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ５ 号 ） は 、 前 号 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ れ ぞ れ  

978 万 ３ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 215 億 5,9 2 1 万 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 議 案 第 98 号 及 び 議 案 第 99 号 の

特 別 職 及 び 一 般 職 の 給 与 等 の 改 正 に 伴 い 人 件 費 を 増 額

す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 101 号  平 成 29 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 前 号 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ

れ ぞ れ 41 万 ８ 千 円 を 追 加 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ 23 億 1,4 1 2 万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 一 般 職 の 給 与 等 の 改 正 に 伴 い 人

件 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 102 号  平 成 29 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 既 定

予 算 か ら 、そ れ ぞ れ 12 万 円 を 減 額 し 、補 正 後 の 予 算 総

額 を 収 益 的 収 入 及 び 支 出 そ れ ぞ れ ２ 億 8,98 9 万 ７ 千 円
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と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 収 益 的 収 入 で は 児 童 手 当 の 減 額

分 と し て 営 業 外 収 益 の 他 会 計 補 助 金 を 減 額 す る も の で

す 。  

収 益 的 支 出 で は 、 一 般 職 の 給 与 等 の 改 正 に 伴 い 人 件

費 の 増 額 に よ り 、 営 業 費 用 を 追 加 し 、 予 備 費 の 減 額 は

収 支 の 調 整 の た め の も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 103 号  平 成 29 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）は 、前 号 の 歳 出 予 算 の 総 額 に 459

万 ７ 千 円 を 追 加 し 、歳 出 予 算 の 総 額 を 13 億 2,0 7 2 万 ８

千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な も の は 、 特 別 職 及 び 一 般 職 の 給 与 等 の 改 正

に 伴 い 人 件 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


